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からの報告 

（１）研究領域の目的及び意義 

重力波とは宇宙空間を光速で進む潮汐力の波で、101 年前にアインシュタインが一

般相対性理論に基づいて預言した。その存在は連星系をなす電波パルサーの公転周

期が重力波放出のため減少する率が、アインシュタインの預言と一致するのを、ハル

スとテイラーが確認し、間接的な証明がなされた(1993 年ノーベル物理学賞)。しか

し、連星パルサーが重力波放出によって最後に合体するときに放射される振動数が

10Hz から 10kHz の重力波が直接観測されたわけではない。2000 年頃からこのよう

な重力波の直接観測の実現を目指して 1 辺の長さが 4km にもなる L 字型のレーザ

ー干渉計を米国、イタリア、フランス、日本で開発し、2016 年には連星中性子星合

体からの重力波を検出する感度が期待された。連星中性子星合体では重力波だけで

はなく、ガンマ線・X 線や光・赤外線さらにはニュートリノが放射される可能性があ

る。そのためには重力波の到来方向に望遠鏡を向けて観測を始める必要がある。そこ

で、①ガンマ線・X 線②光学・赤外線③ニュートリノ観測④データ解析の 4 つの計画

研究を設けた。これと⑤理論の計画研究で我が国での万全な体制を構築した。 
（２）研究成果の概要 
最初に稼働を始めたのは米国の 4kmx4km の 2 台のレーザー干渉計だったので、

本領域は米国と協定を結んで、重力波の検出時間と方向の情報を得て追観測をする

体制をとった。米国は 2016.2.13 に、太陽質量の約 30 倍の２つのブラックホール連

星の合体に伴う重力波を 2015.9.14 に検出したと発表した。世界中の研究者にとって

これは連星中性子星ではないのと、ブラックホール候補の質量の２倍くらいあるの

で意外であったが、本領域が 2015 年 6 月に開催した国際会議中に宇宙で最初にでき

た星からは 30 倍の太陽質量程度のブラックホール連星が形成され、現在、合体する

ことを領域代表者等が発表し、会議のまとめでも９月から始まる観測で検出される

のではないかと大変注目された。発見を報じた論文中でも、驚くぐらいに本領域の予

言に一致すると取り上げられた。2017.1.4 にも同様のブラックホール連星合体が検

出されたので、まぐれ当たりの予言ではない。ガンマ線・X 線・光・赤外線・ニュー

トリノの追観測を実行したが、何も検出できなかった。ブラックホールの場合、重力

波以外が検出されないのは不思議ではないが、追観測が可能であることを実証した。

データ解析も日本の装置の試験運転で、解析等が予定通り進むことを確認した。 
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における所見 

A （研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

本研究領域は、本研究領域の設定目的に向かい、重力波のデータ解析システムの整

備および解析手法の確立や理論研究との連携体制の構築を行うなど、重力波研究の

基盤構築を行った。特に、重力波の世界初検出に先立って、大質量ブラックホール連

星からの重力波放出を理論から予言したことは高く評価できる。 
本研究領域で開発を行ったX 線観測装置WF-MAXI が衛星搭載への採用に至らな

かったことや政治的理由によりチベット望遠鏡が稼働までたどり着かなかったこと

などによる影響があったが、これらを踏まえた今後の対応方策の検討は進んでおり、

新学術領域の形成に至る重要な前進があったと評価でき、研究領域の設定目的に照

らして、期待どおりの成果があったと認められる。 
研究成果として、重力波対応天体からの可視光/赤外線放射強度の上限を抑えるな

ど顕著な成果も見られた。また、ガドリニウム追加によるニュートリノ検出感度を向

上させたことなどは、今後の観測に大きなインパクトを与えると期待される。 
一方で、領域組織における若手研究者や外国人研究者の参画については、この分野

における更なる発展のために、人材育成や国際展開に向けた一層の取組が期待され

る。 
 


